
只今から 、 東京都市計画、 都市高速鉄道第７ 号線、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線、
品川から 白金高輪間の計画における 都市計画案及び環境影響評価書案のあら ま し に
ついて説明いたし ま す。

東 京 都

東京地下鉄株式会社

都市計画案及び

環境影響評価書案のあらまし

東京都市計画 都市高速鉄道第７号線

東京メトロ南北線の分岐線

(品川～白金高輪間)計画について
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本日の説明内容ですが、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線、 品川から 白金高輪間の計画
について説明し たのち、 環境影響評価書案について説明し 、 最後に今後の手続き に
ついて説明いたし ま す。

本日の説明内容

東京メトロ南北線の分岐線（品川～白金高輪間）計画について

 計画の策定経緯

 整備効果

 都市計画案について

 都市計画案の区域について

環境影響評価書案について

今後の手続き
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ま ず初めに、 都市高速鉄道第７ 号線、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線、 品川から 白金
高輪間の計画について説明いたし ま す。

東京メトロ南北線の

分岐線（品川～白金高輪間）計画について
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都市高速鉄道第７ 号線は、 目黒駅から 、 六本木一丁目駅、 飯田橋駅を 経由し 、 赤
羽岩淵駅に至る 路線で、 東京メ ト ロ 南北線と し て開業し ている 路線です。

こ のう ち、 目黒駅から 白金高輪駅間は都営地下鉄三田線と の共用区間と なっ てお
り ま す。

本日、 説明する 計画は、 東京メ ト ロ 南北線を 白金高輪駅で分岐し 、 品川駅方面に
延伸する も ので、 現在、 営業中の南北線と 同様に東京メ ト ロ が事業主体になり ま す。

都市高速鉄道第７号線の概要

目黒駅

六本木一丁目駅

飯田橋駅

赤羽岩淵駅

白金高輪駅

東京メトロ南北線

都市高速鉄道第7号線の分岐線

目黒駅

六本木一丁目駅

飯田橋駅

赤羽岩淵駅

※都市計画上の名称であり、今後、東京メトロが駅名を決定します。
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次に、 計画の策定経緯について、 説明いたし ま す。

計画の策定経緯
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東京メ ト ロ 南北線の分岐線は、 国土交通大臣の諮問機関である 交通政策審議会が、
平成２ ８ 年４ 月に取り ま と めた、 答申第１ ９ ８ 号「 東京圏における 今後の都市鉄道
のあり 方について」 に、 六本木等の都心部と リ ニア中央新幹線の始発駅と なる 品川
駅や国際競争力強化の拠点である 同駅周辺地区と のアク セス 利便性の向上に資する
路線と し て位置づけら れま し た。

さ ら に、 令和３ 年７ 月の答申第３ ７ １ 号「 東京圏における 今後の地下鉄ネッ ト
ワ ーク のあり 方等について」 では、 「 品川駅周辺再開発が進行し ている こ と から も
事業主体の選定や費用負担の調整を 早急に進め、 早期の事業化を図る べき 」 と 位置
付けら れま し た。

計画の策定経緯①

〇交通政策審議会答申第198号（平成28年４月）

（意義）

・六本木等の都心部とリニア中央新幹線の始発駅となる品川駅や国際
競争力強化の拠点である同駅周辺地区とのアクセス利便性の向上

〇交通政策審議会答申第371号（令和３年７月）

（都心部・品川地下鉄構想について）

・事業主体の選定や費用負担の調整を早急に進め、早期の事業化を
図るべき

交通政策審議会とは

・交通政策に関する重要事項についての調査審議等を行う機関
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こ れら の答申を踏ま え、 東京メ ト ロ が事業主体と なり 取組むこ と と し 、 令和４ 年
１ 月28日に国土交通大臣へ鉄道事業法に基づく 鉄道事業許可を 申請し 、 令和４ 年３
月28日付で許可を受けており ま す。

鉄道事業許可について

令和４年１月２８日 申請 令和４年３月２８日 許可令和４年１月２８日 申請 令和４年３月２８日 許可令和４年３月２８日 許可
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ま た、 東京都が令和５ 年１ 月に策定し た「 未来の東京」 戦略Version up2023にお
いて、 国際競争力を 高める 、 陸海空の都市基盤を 整備する 事業の一つに位置付けて
おり 、 2030年代半ばの開業を目指し 、 事業化に向けた手続を 着実に実施し ていく こ
と と し ており ま す。

計画の策定経緯②

• 「未来の東京」戦略 Version up 2023 において、「国際競争力を高める、陸
海空の都市基盤を整備する」事業の一つ

• 鉄道事業者をはじめとする関係者との協議・調整を加速し、調整が整った
路線から順次事業に着手する

出典：「未来の東京」戦略 Version up 2023

④都心部・品川地下鉄
東京メトロ南北線の分岐線計画

（品川～白金高輪間）

2030年代半ばの開業を目指し、

事業化に向けた手続を着実に実施

④都心部・品川地下鉄
東京メトロ南北線の分岐線計画

（品川～白金高輪間）

2030年代半ばの開業を目指し、

事業化に向けた手続を着実に実施
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次に、 こ の計画を 推進する こ と によ る 主な整備効果について、 説明いたし ま す。

整備効果
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一つ目は、 「 六本木・ 赤坂エリ アなど の都心部と 品川エリ アのアク セス 利便性の
向上」 になり ま す。

六本木・ 赤坂エリ アなど の都心部と 、 品川駅周辺地区が直結し 、 六本木一丁目、
溜池山王など の主要な都心地区と 品川地域及びJR東海道本線、 JR京浜東北線、 京浜
急行本線等の各路線沿線への移動時間を 短縮する と と も に乗換回数が削減さ れま す。

①六本木・ 赤坂エリ アと 品川
エリ アのアク セス 利便性向上

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保

③周辺鉄道路線の混雑緩和

整備効果

※都市計画上の名称であり、今後、東京メトロが駅名を決定します。

①六本木・ 赤坂エリ アと 品川
エリ アのアク セス 利便性向上

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保
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二つ目は「 品川駅周辺と 六本木、 赤坂など の都心部と のリ ダンダンシーの確保」
になり ま す。 リ ダンダンシーと は、 例えば、 自然災害等によ り 一部の区間が運行で
き なく なった場合でも 、 多重化さ れた鉄道網によ り 予備の経路が確保さ れる こ と で
す。

東京メ ト ロ 南北線の分岐線の整備によ り 、 品川と 都心部を結ぶ新たなアク セス
ルート が確保さ れる こ と で、 品川と 都心部を 結ぶ鉄道に、 運転休止や遅延など のト
ラ ブルが発生し た場合でも 、 こ れを 補完する 移動ルート と し て東京メ ト ロ 南北線の
分岐線の利用が期待さ れま す。

①六本木・ 赤坂エリ アと 品川
エリ アのアク セス 利便性向上

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保

③周辺鉄道路線の混雑緩和

整備効果

※都市計画上の名称であり、今後、東京メトロが駅名を決定します。

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保
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三つ目は、 「 周辺鉄道路線の混雑緩和」 になり ま す。
品川駅から 新橋駅を 経由し 赤坂方面へ向かう 旅客の流動など が本路線に転換する

こ と によ り 、 銀座線等の路線の混雑緩和が期待さ れま す。

①六本木・ 赤坂エリ アと 品川
エリ アのアク セス 利便性向上

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保

③周辺鉄道路線の混雑緩和

整備効果

※都市計画上の名称であり、今後、東京メトロが駅名を決定します。

③周辺鉄道路線の混雑緩和

②都心部と のリ ダン ダン シー
確保
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続いて、 都市計画案について、 説明いたし ま す。

都市計画案について

12

13



こ ちら の平面図は、 左側が南方向、 右側が北方向を 示し ており ま す。
今回計画し ている 路線は、 東京メ ト ロ 南北線を 白金高輪駅で分岐し 、 品川駅方面

に延伸する と と も に、 新たに品川駅を設置する も のです。
こ のう ち、 新たに設置する 品川駅のある 港区高輪四丁目から 港区白金台一丁目ま

での約２ ， ５ ２ ０ ｍ、 おおよ そ２ ． ５ ｋ ｍの区間を 地下式によ り 、 新たに都市高速
鉄道第７ 号線分岐線と し て都市計画を定めま す。

ま た、 都市高速鉄道と し て都市計画を 定める 範囲と 、 高輪三丁目付近において予
定さ れている 市街地再開発事業の区域が重複する 範囲について、 都市高速鉄道の都
市計画を 立体的に定める こ と と し ており ま す。

なお、 品川駅は都市計画上の名称であり 、 今後、 東京メ ト ロ が、 駅名を決定し ま
す。

平面図

都市計画変更区間 約2.5km

白金高輪駅

品川駅※

都市計画を立体的に
定める範囲

※都市計画上の名称であり 、 今後、 東京メ ト ロ が駅名を決定し ます。
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都市計画と し て定める 概要はス ラ イ ド のと おり です。 変更概要は、 分岐線の新規
追加・ 品川駅の新規追加・ 立体的な都市計画の範囲の設定です。

都市計画案の概要

名 称

区 間

延 長

構 造 形 式

変 更 概 要

東京都市計画 都市高速鉄道第７号線分岐線

※都市計画上の名称であり 、 今後、 東京メ ト ロ が駅名を決定し ま す。

港区高輪四丁目～港区白金台一丁目

約２，５２０ｍ

分岐線の新規追加

品川駅※の新規追加

立体的な都市計画の範囲の設定

（面積 約１，３００㎡（港区高輪三丁目地内））

地下式
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次に縦断面図について説明いたし ま す。
縦断面図は、 都市高速鉄道第７ 号線分岐線の線路に沿っ て切った断面で、 左側が

起点と なり ま す品川駅、 右側が白金高輪駅になり ま す。
新たに品川駅を地下に設置し 、 品川駅から 白金高輪駅付近の既設の折り 返し 施設

ま でト ンネルを 構築する 計画です。
こ のう ち、 品川駅と 白金高輪駅付近の既設の折り 返し 施設に接続する 、 図中にピ

ンク 色で示し た箇所は開削工法、 灰色で示し た駅間部は、 シールド 工法を予定し て
おり ま す。

平面図にも 記載し ま し たが、 都市高速鉄道と し て都市計画を 定める 範囲と 、 市街
地再開発事業が予定さ れている 区域が重複する 範囲については、 都市高速鉄道の都
市計画を 立体的に定める こ と と し ており ま す。

ま た、 工事着手にあたり 、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線計画では、 図でお示し し て
いる と おり 、 地表から 40ｍ以上の深さ になる と 想定さ れる 個所があり ま す。

こ のため、 工事着手ま での間に必要な調査など を 行い、 こ う し た範囲における
「 大深度地下の公共的使用に関する 特別措置法」 、 一般的に大深度法と 言われてい
る 法律の適用可能性についても 、 今後、 検討し てま いり ま す。

開削 複線シールド

白金高輪駅

開削

品川駅※

都市計画を立体的に
定める範囲

縦断面図

麻布十番方面→

※都市計画上の名称であり 、 今後、 東京メ ト ロ が駅名を決定し ま す。

大深度法の適用可能性
検討範囲
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続いて、 品川駅部の標準的な横断面図について説明いたし ま す。
品川駅は、 ホームを １ 面、 その両側に線路を 配置する 計画です。
開削工法を採用する ため、 四角い箱型のト ンネルと なり 、 幅は約１ ９ ｍから ２ ２

ｍと なり ま す。

標準横断面図（駅部）

ホーム
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次に、 駅間部の標準的な横断面図について説明いたし ま す。
シールド 工法を採用する ため、 円形のト ンネルと なり 、 直径は約１ ０ ｍと なり ま

す。

標準横断面図（駅間部）
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こ こ で、 地下鉄の建設工法について説明いたし ま す。
ま ず、 開削工法についてです。 こ の工法は、 最初に、 地下を 掘り 下げる 時に周り

の土を押さ える 土留め杭を 地中に設置し 、 地上から 掘削を 進め、 地下に箱型のト ン
ネルを築造する 工法です。

箱型トンネル

土留め杭

開削工法
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シールド 工法は、 開削工法で築造し た箱型ト ンネルから 、 シールド マシンを 用い
て地下を 横方向に掘り 進む工法です。

シールド マシンの前面で土を 掘削し 、 マシンの内部でト ンネルを 構成する 部材と
なる セグメ ント を円形に組み立てていき ま す。 こ れら の作業を 繰り 返し ながら 、 ト
ンネルを 築造し ていき ま す。

シールドマシン

箱型トンネル

シールド工法

セグメント
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次に、 只今説明し た東京メ ト ロ 南北線の分岐線計画によ り 、 新たに都市高速鉄道
と し て都市計画を定める こ と と なる 区域について、 説明いたし ま す。

都市計画案の区域について
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ま ず、 品川駅から 白金台付近ま での区域を 示し ま す。
赤色の範囲は、 新たに都市高速鉄道の都市計画を 定める 区域です。
道路の区域内に配置する こ と を基本と し ており ま すが、 一部、 道路の外側になる

個所も あり ま す。
新設する 品川駅は、 国道１ ５ 号の地下に位置し ま す。
こ の品川駅を 起点に国道１ ５ 号を 北上し 、 環状第４ 号線を西方向に進みま す。
なお、 市街地再開発事業が予定さ れている 区域と 重複する 範囲については、 都市

高速鉄道の都市計画を 立体的に定める こ と と し ており ま す。

品川～白金台区間（平面図）

都市計画変更 起点
港区高輪四丁目

品川駅※

港区高輪四丁目

立体的に都市計画を
定める範囲

※都市計画上の名称であり、今後、東京メトロが駅名を決定します。

都市計画の区域

第７号線分岐線
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次に、 白金台付近から 白金高輪駅付近ま での区域を 示し ま す。
東京メ ト ロ 南北線の白金台駅付近から 、 目黒通り を 北東方向に進み、 白金高輪駅

の既設の折り 返し 施設に接続する 計画になり ま す。

白金台～白金高輪区間（平面図）

白金高輪駅
港区白金一丁目折り返し施設

（既設）

都市計画変更 終点
港区白金台一丁目

都市計画の区域

第７号線分岐線
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なお、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線計画につき ま し ては、 先ほど ス ラ イ ド でも 説明
し ま し たが、 国道15号や目黒通り 、 現在、 事業実施中の環状第４ 号線の道路空間を
最大限活用いたし ま す。

こ のため、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線と 環状第４ 号線が重複する 範囲については、
地下鉄南北線の分岐線計画では用地取得を行う こ と はあり ま せん。

東京メトロ南北線の分岐線と環状第４号線が
重複する範囲における用地の取扱いについて

環状第４号線
白金台区間（事業中）

環状第４号線
高輪区間（事業中）

 環状第４号線と重複する範囲については、道路空間を活用するため
地下鉄南北線の分岐線計画では用地取得を行いません。

環状第４号線白金台区間（事業中）

環状第４号線

東京メトロ南北線の分岐線と
環状第４号線の重複イメージ

環状第４号線 高輪区間（事業中）
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続き ま し て、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線、 品川から 白金高輪間の計画が、 周辺環
境に及ぼす影響を予測・ 評価し た、 環境影響評価書案について説明いたし ま す。

なお、 今回の計画は、 東京都環境影響評価条例の対象と なり ま すので、 こ の条例
に基づいた手続き を 進めていま す。

環境影響評価書案について
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本環境影響評価書案の事業区間はス ラ イ ド に示すと おり 、 起点と なる 品川駅から
東京メ ト ロ 南北線の白金高輪駅間の約２ ． ８ ｋ ｍになり ま す。

事業区間の位置図

※都市計画上の名称であり 、 今後、 東京メ ト ロ が駅名を決定し ます。

白金高輪駅

品川駅※

事業区間 約2.8km
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ま ず、 環境影響評価書案の作成手順について説明いたし ま す。
今回の事業計画案の内容から 、 環境に影響を 及ぼすおそれのある 環境影響要因を

抽出し 、 地域の概況を 踏ま え、 環境影響評価の項目を 選定し ま し た。 こ の選定し た
項目ごと に調査など の手法を記載し た、 調査計画書を 作成し 、 令和４ 年６ 月に東京
都知事に提出し ま し た。 こ の調査計画書に対する 都民の皆様の意見書や、 港区長 及
び品川区長 の意見、 さ ら に東京都知事の審査意見書など を 踏ま え、 調査方法など に
ついて修正を加えた上で、 現況調査や、 予測・ 評価を 行い、 環境影響評価書案を作
成し ま し た。

環
境
影
響
要
因
の
抽
出

環境影響評価書案の作成手順

環境保全のため
の措置の検討

評価の指標
環境保全に

関する 計画等
地域の概況の

把握

都民の意見書
区市町村長の意見
知事の審査意見書

事

業

計

画

案

の
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それでは、 環境影響評価書案の内容について、 説明いたし ま す。
環境影響評価の項目は、 対象事業の内容から 環境影響要因を 抽出し 、 地域の概況

を考慮し て、 表中の丸印で示し た「 騒音・ 振動」 、 「 土壌汚染」 、 「 地盤」 、 「 水
循環」 、 「 史跡・ 文化財」 及び「 廃棄物」 の６ 項目を 選定し ま し た。

こ れら の項目について、 現況調査を実施し た上で、 工事の施行中ある いは工事の
完了後に、 周辺環境に及ぼす影響について予測・ 評価を 行いま し た。
つづいて、 予測・ 評価の内容について、 選定し た項目ごと に説明いたし ま す。

環境影響評価書案の項目の選定
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はじ めに、 「 騒音・ 振動」 についてです。 「 騒音・ 振動」 は工事の施行中及び工
事の完了後を対象に予測・ 評価を行いま し た。

騒音・振動
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騒音については、 音の大き さ を表す単位と し てデシベルを用いま す。
ス ラ イ ド の表は、 身近にある 騒音の例を表し たも のです。
例えば、 バス の車内での音は、 70デシベルほど になり ま す。

騒音の目安

※dB（デシベル）：騒音や振動の大きさを表す

出典：全国環境研協議会 騒音調査小委員会資料より作成

9 0

8 0

7 0

6 0

5 0

4 0

3 0

単位：dB（デシベル）※
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ま た、 振動についても 、 振動の大き さ を表す単位と し てデシベルを用いま す。
ス ラ イ ド の表は、 身近にある 振動の例を表し たも のです。
例えば戸や障子がわずかに動く 程度の振動は、 70デシベルほど になり ま す。

振動の目安

※dB（デシベル）：騒音や振動の大きさを表す

出典：環境省「逐条回折 振動規制法」より作成

単位：dB（デシベル）※

7 0

5 0

6 0
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ま ず、 工事の施行中における 建設機械の稼働に伴う 建設作業の騒音・ 振動につい
て、 説明いたし ま す。

工事の施行中

建設作業の騒音・振動
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建設機械の稼動に伴う 騒音については、 評価の指標である 「 騒音規制法」 と 「 都
民の健康と 安全を確保する 環境に関する 条例、 通称、 環境確保条例」 に定めら れて
いる 基準値に基づき 評価いたし ま し た。

騒音規制法によ る 規制対象には、 ブレ ーカなど を 使用し てアス フ ァ ルト 舗装を破
砕する 作業など が該当し ま す。

こ れら の建設作業における 騒音の予測結果は、 敷地境界上において68から 84デシ
ベルであり 、 基準値を 下回り ま す。

建設作業騒音の予測・評価の結果

予測値 基準値

６８～８４ ８５

単位：dB（デシベル）

「騒音規制法」の対象となる主な建設機械（ブレーカ等）
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「 環境確保条例」 によ る 規制対象には、 バッ ク ホウ を 使用し た掘削作業など が該
当し ま す。

こ れら の建設作業における 騒音の予測結果は、 敷地境界上において71から 80デシ
ベルであり 、 基準値と 同等又は下回り ま す。

建設作業騒音の予測・評価の結果

「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例（環境確保条例）」
の対象となる主な建設機械（バックホウ・タイヤローラ等）

予測値 基準値

７１～８０ ８０

単位：dB（デシベル）
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建設機械の稼動に伴う 振動については、 評価の指標である 「 振動規制法」 と 「 環
境確保条例」 に定めら れている 基準値に基づき 評価いたし ま し た。

振動規制法によ る 規制対象には、 ブレ ーカなど を 使用し てアス フ ァ ルト 舗装を破
砕する 作業など が該当し ま す。

こ れら の建設作業における 振動の予測結果は、 敷地境界上において45から 69デシ
ベルであり 、 基準値を 下回り ま す。

建設作業振動の予測・評価の結果

予測値 基準値

４５～６９ ７５

「振動規制法」の対象となる主な建設機械（ブレーカ等）

単位：dB（デシベル）
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「 環境確保条例」 によ る 規制対象には、 タ イ ヤロ ーラ を 使用し た道路復旧作業な
ど が該当し ま す。

こ れら の建設作業における 振動の予測結果は、 敷地境界上において45から 70デシ
ベルであり 、 基準値と 同等又は下回り ま す。

建設作業振動の予測・評価の結果

予測値 基準値

４５～７０ ７０

「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例（環境確保条例）」
の対象となる主な建設機械（バックホウ・タイヤローラ等）

単位：dB（デシベル）
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工事の施行中における 騒音・ 振動に関する 環境保全のための措置と し て、
対策が必要な箇所には、 仮設防音壁を 設置し ま す。 ま た、 低騒音・ 低振動の工法、

機械を採用する と と も に、 最新の技術や建設機械等を 積極的に導入し ま す。

環境保全のための措置

 対策が必要な箇所については、仮設防音壁を設置

 低騒音、低振動の工法、機械の採用

 最新の技術、建設機械等の積極的な導入
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続いて、 工事の完了後における 列車の走行に伴う 鉄道振動について説明いたし ま
す。

工事の完了後

鉄道振動
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工事の完了後における 列車の走行に伴う 鉄道振動の予測地点は、 ３ 地点を 選定し
ま し た。

鉄道振動の予測地点
事業区間 約2.8km

白金高輪駅

品川駅※

鉄道（事業区間）

東京メトロ南北線

都営三田線

予測地点

凡
例

※都市計画上の名称であり 、 今後、 東京メ ト ロ が駅名を決定し ます。
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列車の走行に伴う 鉄道振動の予測値は、 敷地境界上又はト ン ネル直上において、
３ ２ から ４ １ デシベルであり 、 評価の指標である 「 環境保全上緊急を要する 新幹線
鉄道振動対策について」 の勧告基準を下回り ま す。

鉄道振動の予測・評価の結果

予測値 基準値

３２～４１ ７０

単位：dB（デシベル）

評価の指標

・「環境保全上緊急を要する新幹線
鉄道振動対策について（勧告）」
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工事の完了後における 振動に関する 環境保全のための措置と し て、 原則、 軌道は
防振ま く ら ぎを 採用し 、 振動を 低減し ま す。 ま た、 車両及び軌道の定期的な検査、
保守作業を実施し 、 車輪及びレ ールの摩耗等に起因する 振動が増大し ないよ う 維持
管理に努めま す。

 原則、軌道は防振まくらぎを採用

 車両及び軌道の定期的な検査、保守作業の実施

 車輪及びレールの摩耗等に起因する振動が増大しない
よう維持管理に努める

環境保全のための措置
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次に、 工事の施工中における 「 土壌汚染」 への影響について説明いたし ま す。

土壌汚染
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工事の施行に先立ち「 土壌汚染対策法」 第４ 条及び「 都民の健康と 安全を 確保す
る 環境に関する 条例」 第１ １ ７ 条に基づく 手続及び調査を 行いま す。

土壌汚染が確認さ れた場合には、 「 東京都土壌汚染対策指針」 等に基づき 適切な
措置を 講じ る こ と から 、 新たな地域に土壌汚染を拡散さ せる こ と はないと 考えま す。

土壌汚染の予測・評価の結果

土壌汚染が確認された場合には、
「東京都土壌汚染対策指針」等に基づき適切な措置を講じる

〈手続き及び調査〉〈手続き及び調査〉

 「土壌汚染対策法」
第４条：一定規模以上の土地の形質変更を行う場合、変更の内容を届出なければならない。

 「都民の健康と安全を確保する環境に関する条例」
第１１７条：3,000㎡以上の敷地内において土地の改変を行う場合、地歴等調査を実施し、その結

果を届出なければならない。
土壌汚染のおそれのある場合には、知事は、汚染状況調査の実施、報告を求めるこ
とができる。
汚染が確認された場合には、汚染拡散防止計画書を提出しなければならない。
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土壌汚染に関する 環境保全のための措置と し て、 土壌汚染状況調査の結果、 土壌
汚染が確認さ れた場合には、 「 東京都土壌汚染対策指針」 等に基づき 、 適切な措置
を講じ ま す。

ま た、 本事業の実施に伴う 掘削土を搬出する 場合は、 自然由来など も 含め汚染物
質の状況を調査し 、 搬出先の受入基準に適合し ている こ と を確認し 搬出し ま す。

環境保全のための措置

 「東京都土壌汚染対策指針」等に基づく、適切な措置

 掘削土を搬出する場合は、搬出先の受入基準に適合している
ことを確認し搬出
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次に、 「 地盤及び水循環」 への影響について説明いたし ま す。

地盤/水循環
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ま ず、 工事の施行中における 地盤及び水循環への影響について説明いたし ま す。

工事の施行中

地盤/水循環

45

46



開削ト ンネル区間は、 一部、 砂など を 含む地下水を 通し やすい地層である 帯水層
内において工事を施行し ま すが、 帯水層は事業区間の周辺に広域的に分布し ている
こ と から 、 帯水層中の地下水は、 開削工事範囲を回り 込み流動する と 推定さ れま す。

ま た、 工事の施行に当たっては、 遮水性の高い土留め杭等を 採用し 、 地下水の湧
出を 抑制する ため、 地下水の水位に与える 影響は小さ く 、 地盤沈下はほと んど 発生
し ないと 考えま す。

地盤/水循環の予測・評価の結果（開削トンネル区間）

土留め杭

※帯水層とは、砂や礫・砂利など地下水を通しやすい地層を指します。
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シールド ト ンネル区間は、 主に粘土など の地下水を 通し にく い地層である 難透水
層を 通過する こ と から 、 帯水層中の地下水へ影響を 及ぼさ ないと 考えま す。

ま た、 剛性及び遮水性の高いト ン ネル構造物を 順次構築し ていく 工法である こ と
から 、 地盤変形及び地下水の水位に与える 影響は小さ いと 考えま す。

そのため、 地盤沈下又は地盤の変形によ り 周辺の建築物等への影響や地下水の水
位及び流況に著し い影響を 及ぼさ ないも のと 考えま す。

地盤/水循環の予測・評価の結果（シールドトンネル区間）

※難透水層とは、粘土などの水を通しにくい地層を指します。
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工事の施行中における 地盤及び水循環に関する 環境保全のための措置と し ては、
地下水位や地盤変位等を 計測する こ と によ り 、 工事の影響を常にモニタ リ ングし な
がら 適切な施工管理を 行いま す。

環境保全のための措置

 地下水位・地盤変位等を計測することにより、工事の影響を
常にモニタリングしながら適切な施工管理を行う
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次に、 工事の完了後における 「 地盤及び水循環」 への影響について説明いたし ま
す。

工事の完了後

地盤/水循環
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開削ト ンネル区間は、 一部帯水層内に位置し ま すが、 帯水層は事業区間の周辺に
広域的に分布し ている こ と から 、 帯水層中の地下水は、 開削ト ンネルを 回り 込み流
動する と 推定さ れま す。

ま た、 遮水性の高いコ ンク リ ート 等で構築する こ と によ り 、 ト ン ネル内への地下
水の湧出が抑制さ れる ため、 地下水の水位に与える 影響は小さ く 、 地盤沈下はほと
んど 発生し ないと 考えま す。

地盤/水循環の予測・評価の結果（開削トンネル区間）

※帯水層とは、砂や礫・砂利など地下水を通しやすい地層を指します。

遮水性の高い
地下構造物
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シールド ト ンネル区間は、 主に難透水層を 通過する こ と から 、 帯水層中の地下水
へ影響を 及ぼさ ないと 考えま す。

ま た、 遮水性の高いト ンネル構造物である ため、 ト ンネル内への地下水湧出がほ
と んど 発生し ないと 考えら れる こ と から 、 地下水の水位に与える 影響は小さ く 、 地
盤沈下はほと んど 発生し ないと 考えま す。

そのため、 地盤沈下によ り 周辺の建築物等への影響や地下水の水位及び流況に著
し い影響を及ぼさ ないも のと 考えま す。

地盤/水循環の予測・評価の結果（シールドトンネル区間）

遮水性の高い
ト ンネル構造物

※難透水層とは、粘土などの水を通しにくい地層を指します。
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工事の完了後における 地盤及び水循環に関する 環境保全のための措置と し て、 遮
水性の高い構造物と する こ と で、 ト ンネル内への地下水湧出を 抑止し ま す。

ま た、 地下水位や地盤変位等の継続的な観測を 行い、 その変動についてモニタ リ
ングを行いま す。

環境保全のための措置

 遮水性の高い構造物とすることで、トンネル内への地下水
湧出を抑止

 地下水位・地盤変位等の継続的な観測を行い、地下水位・
地盤変位の変動についてモニタリングを行う
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次に、 工事によ る 「 史跡・ 文化財」 への影響について説明いたし ま す。

史跡・文化財
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埋蔵文化財包蔵地を 直接改変する こ と はあり ま せんが、 その下を シールド 工法に
よ り 掘進する 場合には、 関係機関と 協議し 、 「 文化財保護法」 等に基づき 、 必要な
届出を行いま す。

ま た、 開削ト ンネルの掘削に当たっては、 品川駅周辺の埋蔵文化財の調査状況な
ど の把握に努めながら 、 事前調査の必要性の有無や調査を 行う 場合の方法等につい
て、 関係機関と 協議し 、 必要な調査等を 行いま す。

新たな埋蔵文化財が確認さ れた場合には、 関係機関と 協議の上、 「 文化財保護
法」 等の法令に基づき 、 適切な措置を講じ ま す。

こ のため、 文化財等の保存及び管理に支障が生じ ないと 考えま す。

史跡・文化財の予測・評価の結果及び環境保全のための措置

 周知の埋蔵文化財包蔵地の地下を掘進する場合には、
関係機関と協議し、「文化財保護法」等に基づき、必要な
届出を行う

 事前調査の有無や方法等について関係機関と協議し、
必要な調査等を行う

 新たな埋蔵文化財が確認された場合には、関係機関と
協議の上、「文化財保護法」等の法令に基づき、適切な
措置を講じる

54

55



最後に、 工事によ り 発生する 「 廃棄物」 が周辺環境に及ぼす影響について説明い
たし ま す。

廃棄物
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既存建造物の撤去及び建設工事に伴い発生する 建設廃棄物、 建設発生土について
は、 「 東京都建設リ サイ ク ル推進計画」 に定める 東京都関連工事の達成基準値を達
成する よ う 再資源化等に努める こ と から 、 評価の指標である 「 廃棄物の処理及び清
掃に関する 法律」 等に定める 事業者の責務を 満足する と 考えま す。

廃棄物の予測・評価の結果

再資源化等に努めます

 「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等に定める事業者の責務を満足

評価の指標
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工事の施行中における 廃棄物に関する 環境保全のための措置と し て、 既存建造物
の解体撤去及び建設工事に伴い発生する 建設廃棄物については、 再資源化に努めま
す。 ま た、 建設発生土については、 「 東京都建設リ サイ ク ルガイ ド ラ イ ン」 に基づ
き 有効利用し ていき ま す。

環境保全のための措置

 既存建造物の撤去及び建設工事に伴い発生する建設廃
棄物については、再資源化に努める

 建設発生土については、「東京都建設リサイクルガイドラ
イン」に基づき有効利用を行う

鉄筋・ コ ンク リ ート 塊
建設発生土
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こ のよ う に、 今回の事業においては、 選定し た項目に対し て、 それぞれ周辺環境
に与える 影響は小さ いと 予測さ れま す。

なお、 工事の施行中およ び工事の完了後には、 東京都環境影響評価条例に基づく
事後調査を実施し ま す。

以上で、 環境影響評価書案の予測・ 評価の内容についての説明を 終り ま す。

環境影響評価書案のまとめ

 選定した項目に対して、それぞれ周辺環境
に与える影響は小さいと予測される

 工事の施行中及び完了後には、事後調査
を実施する
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最後に、 今後の手続き について、 説明いたし ま す。

今後の手続き
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ま ず、 都市計画と 環境影響評価の手続き を含めた、 工事着手ま での流れについて、
説明いたし ま す。

①工事着手までの流れ
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本日の説明会は、 都市計画案と 環境影響評価書案の説明会になり ま す。
説明いたし ま し た、 都市計画案と 環境影響評価書案は、 現在、 都庁や区役所など

において、 ご覧いただけま す。
ご意見のある 方は、 それぞれの案に対し て「 意見書」 を 提出でき ま す。
都市計画案に対する 意見書の要旨は、 東京都の見解を 付し て都市計画審議会に提

出いたし ま す。 その後、 都市計画審議会において審議さ れ、 その議決を 経て、 都市
計画決定と なり ま す。

ま た、 環境影響評価書案の意見書に対し ては、 見解書を 作成し 、 都民の意見を聴
く 会を経て環境影響評価書を作成し たのち、 東京都知事に提出いたし ま す。 提出し
た評価書は、 都市計画審議会において、 先ほど の都市計画案を 審議する 際の参考と
さ れま す。

以上の手続き が完了し たのち、 事業者である 東京メ ト ロ が工事説明会を開催し 、
工事に着手する 予定です。

同時開催

①工事着手までの流れ
都市計画の流れ 環境影響評価の流れ

工 事 着 手

都 市 計 画 素 案 の 説 明 会 調 査 計 画 書 の 作 成

都 市 計 画 案 の 作 成

都民等の意見書

環 境 影 響 評 価 書 案 の 説 明 会

評価書案に係る見解書の作成

都 民 の 意 見 を 聴 く 会

環 境 影 響 評 価 書 の 作 成

環 境 影 響 評 価 書 の 提 出都 市 計 画 審 議 会

関係区市町村
の 住 民 及 び

利害関係人の
意見書

環 境 影 響 評 価 書 案 の 作 成

都 市 計 画 案 の 説 明 会

工 事 説 明 会

都 市 計 画 決 定

都 市 計 画 案 の 説 明 会 環 境 影 響 評 価 書 案 の 説 明 会

都民等の意見書

都 民 の 意 見 を 聴 く 会

工 事 説 明 会

（令和４年６月開催） （令和４年６月提出）

（令和５年６月提出）
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続いて、 都市計画案及び環境影響評価書案の縦覧と 意見書の提出について説明い
たし ま す。

②都市計画案・環境影響評価書案の
縦覧・意見書
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都市計画案の縦覧は、 ス ラ イ ド に示す通り 、 令和５ 年６ 月２ ２ 日から ７ 月６ 日ま
で、 東京都庁、 港区役所にてご覧いただける ほか、 東京都都市整備局のホームペー
ジにも 掲載し ており ま す。
ま た、 意見書は令和５ 年７ 月６ 日ま で東京都都市整備局に提出する こ と ができ ま す。

意見書の提出先
及びお問い合わせ先

東京都 都市整備局 都市づくり政策部 都市計画課
〒１６３-８００１ 新宿区西新宿２丁目８番１号 都庁第二本庁舎 １２階北側
(TEL) ０３-５３８８-３２２５

意見書の
提出期限及び方法

令和５年７月６日（木）
持参（１７時００分）
郵送（消印有効）

都市計画案名称 東京都市計画都市高速鉄道第７号線分岐線

縦覧期間
令和５年６月２２日（木）

～ 令和５年７月６日（木） （土曜日、日曜日、祝日を除く）

縦覧場所及び時間

〇東京都 都市整備局 都市づくり政策部 都市計画課
（都庁第二本庁舎 １２階北側）

時間：９：００～１７：００

〇港区 街づくり支援部 都市計画課
（港区役所 ６階）

時間：８：３０～１７：００

②都市計画案の縦覧・意見書
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続いて、 環境影響評価書案の縦覧は、 ス ラ イ ド に示す通り 、 令和５ 年６ 月２ ２ 日
から ７ 月２ １ 日ま で、 東京都庁、 東京都多摩環境事務所、 港区及び品川区の各区役
所にてご覧いただける ほか、 東京都環境局のホームページにも 掲載し ており ま す。

ま た、 意見書は、 令和５ 年８ 月７ 日ま で、 東京都環境局に提出する こ と ができ ま
す。

事業名称 都市高速鉄道第７号線品川～白金高輪間建設事業

縦覧期間
令和５年６月２２日（木）

～ 令和５年７月２１日（金） （土曜日、日曜日、祝日を除く）

縦覧場所及び時間

〇東京都 環境局 総務部 環境政策課 （都庁第二本庁舎 １９階南側）

時間：９：３０～１６：３０

〇東京都 多摩環境事務所 管理課 （東京都立川合同庁舎 ３階）

時間：９：３０～１６：３０

〇港区 環境リサイクル支援部 環境課 （港区役所 ８階）

時間：９：３０～１６：３０

〇品川区 都市環境部 環境課 （品川区役所本庁舎 ６階）

時間：９：３０～１６：３０

意見書の提出先
及びお問い合わせ先

東京都 環境局 総務部 環境政策課
〒１６３-８００１ 新宿区西新宿２丁目８番１号 都庁第二本庁舎１９階南側
(TEL) ０３-５３８８-３４０６

意見書の
提出期限及び方法

令和５年８月７日（月）
持参（１７時００分）
郵送（消印有効）又は提出フォーム

②環境影響評価書案の縦覧・意見書
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最後に問い合わせ先についてご案内し ま す。 都市計画等に関する 問い合わせは、
東京都 都市整備局 都市基盤部 交通企画課へ。 事業に関する 問い合わせは東京地下鉄
株式会社 鉄道本部 改良建設部 設計第二課へご連絡く ださ い。

お問い合わせ先

〇都市計画等に関すること

東京都 都市整備局 都市基盤部 交通企画課

TEL 03-5388-3321

〇事業に関すること

東京地下鉄株式会社

鉄道本部 改良建設部 設計第二課

TEL 03-3837-7131
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以上で、 東京メ ト ロ 南北線の分岐線計画に関する 都市計画案及び環境影響評価書
案のあら ま し についての説明を 終了いたし ま す。 ご清聴あり がと う ございま し た。

ご清聴ありがとうございました
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